
　２月も下旬になり、夜が明けるのが早くなるにつれて春の気配が漂ってきました。寒さも徐々
に和らぎ、「三寒四温」という言葉にふさわしい気候になりました。
　年を追うごとに一冬を越すと、"今度の冬も何とか無事に越せたな"という思いで安堵するよう
になりました。東北地方の多くの県は、平均寿命が全国でも最下位付近におり、食べ物や運動の
影響もあるでしょうが、やはり寒さが寿命を短くしていることは間違いないように思えます。ウ
クライナ戦争の影響もあり暖房費が高騰していますが、節約もほどほどにして暖かく過ごしてい
きたいものです。
　さて、２月18日には、いわきグリーンフィールド（ホーム）でJ２昇格を果たしたいわきFC
の開幕戦が行われました。残念ながら２－３で藤枝MYFC（静岡）に惜敗し、4,300人余りのサ
ポーターが見守る中、初戦を飾ることはできませんでしたが、敗戦から学んだことも多いはず。
シーズンは始まったばかり、気持ちを切り替えて今後に期待しましょう。
� （専務理事　鈴木　寿信）

編 集 後 記

　労働力人口の減少に伴う空前の売り手市場時代にあって、中小企業が優秀な人材を確保す
るために有効なハローワークの活用方法を、ハローワークでの勤務経験を持つ社会保険労務
士が指南している。
　低コストであるだけでなく、「求職者リクエスト」など、ハローワークにはあまり知られ
ていない様ざまな機能が存在する。これらを最大限に活用しつつ、ちょっとした工夫で多く
の求職者の目に留まる求人票を作成することも可能であると説く。本書ではそうした公的
ツールを使いこなす知恵が、数多く開示されている。
　中小企業がお金をかけなくても、やる気と発想次第で大企業に引けを取らない企業アピー
ルができる可能性がみえてくる１冊である。
� （五十川将史著、誠文堂新光社刊、TEL�03-5800-5780、1500円＋税）

公的ツール使いこなせ

ハローワーク採用の
　　　　　　絶対法則

トピックス

「おすすめの本」

　「SIM（シム）カード」とは、スマートフォンの加入者情報などを記録した、ICチップ入りのカードのこと。
大手移動体通信事業者（=大手キャリア）をはじめとする各通信会社によって商品名や大きさが違いますが、
用途はほぼ共通しています。
　かつてはスマホを１つ契約するごとにSIMカードが１枚必ず紐づけられた「１対１」の関係でした。通信会
社を変更するには改めてスマホやSIMカードを買いなおす必要があったため、いわゆる「乗り換え」をすると
なにかと手続きが面倒でした。つまりこの状態が「SIMロック」です。
　しかし、2015年５月に総務省が改正した「SIMロック解除に関するガイドライン」により、スマホとSIMカー
ドの関係は必ずしも１対１である必要がなくなりました。これによりスマホの所有者が利用プランに応じた
SIMカードを差し替えることで、様々な会社の通信サービスを１台のスマホで利用できるようになりました。

SIMカードってなに？デジタルまめ知識
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